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絶好の祭り日和のもと

おいしさ楽しさ、いつばい

第6回肱川ふれあいまつり

集い、くつろぎ、ふれあい明日の肱川 を考えるふれあいまつりは、今

年で 6回目を迎え 11月18日（日）に、肱川中学校を主会場に盛大に開催さ

れました。

今年も新しい催し物、子供乗り物広場、ウルトラクイズ、奥伊予大鼓

等を始め多彩な催し物が実行されました。

町内の皆さんを始め、町外からも多くの参加があり、祭りを盛り上げ、

広い運動場も狭く感じるほど大勢の人で終日にぎわいました。

（関連記事 3ページに掲載）
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町民のうごき

人口 3,595人（士 0)

男 1,750人（士 0)

女 1,845人（士 0)

世帯数 1,009醤 (+2)

（平成2年11月30日現在）
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こわこわ足踏み脱穀機でのモミ落し

十
一
月
十
四
日
に
中
野
小
学
校
の
五
・

六
年
生
の
児
童
が
、
セ
ソ
バ
や
足
踏

脱
穀
機
を
使
い
、
昔
の
方
法
で
モ
ミ

を
脱
穀
し
ま
し
た
。

稲
は
十
月
二
十
三
日
に
稲
刈
を
済

ま
せ
、
校
庭
の
鉄
棒
を
利
用
し
た
イ

ナ
キ
に
架
け
乾
燥
さ
せ
て
い
た
も
の

で
す
。セ

ソ
バ
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
、

中
国
か
ら
日
本
に
渡
り
、
昭
和
二
年

頃
ま
で
使
用
さ
れ
、
ま
た
、
足
踏
脱

穀
機
は
、
昭
和
二
年
に
愛
媛
県
に
入

り
、
大
正
末
期
に
日
本
で
発
明
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
使
用
さ
れ
た
セ
ソ
バ
や
脱
穀

機
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
存
さ

れ
て
い
る
も
の
を
、
管
理
人
の
菅
野

さ
ん
が
使
え
る
よ
う
に
修
繕
し
た
も

の
で
す
。

校
庭
に
む
し
ろ
を
敷
き
、
セ
ソ
バ

＿
―
-
台
、
足
踏
脱
穀
機
一
台
を
使
っ
て

の
モ
ミ
落
と
し
と

な
り
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
の
説

明
や
実
演
の
あ
と

児
童
た
ち
が
、
か

わ
る
が
わ
る
昔
な

が
ら
の
モ

ミ
落
と

し
を
体
験
し
ま
し

こ
。

t
 

．今
で
は
使
わ
れ

な
く
な

っ
た
道
具

を
使
用
し
て
の
モ

ミ
落
と
し
は
児
童

た
ち
に
と
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
体
験

に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

予
子
林
小
学
校
で
十
一

月
二
十
四
日
、
父
母
・
先

生
・
児
童
・
幼
稚
園
児
が

小
学
校
に
集
ま
り
毎
年
の

恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
る

予
子
林
小
学
校
親
子
錬
成

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
親
子
錬
成
会
は
、

精
神
面
の
錬
磨
を
目
的
と

し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
年
で
十
年
余
り
と
な
り

ま
す
。最

初
は
座
禅
な
ど
を
し

親

子

錬

うまく落ちましたセンバを使ってのモミ落し

正山小学校で火災訓練

今
年
も
十
一
月
九
日
か
ら
十

五
日
ま
で
「
ま
ず
消
そ
う
火
ヘ

の
鈍
感
、
無
関
心
」
を
統
一
標

語
に
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
期
間
中
の
十
一
月

十
四
日
に
正
山
小
学
校
は
避
難

訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
一
時
三
十
分

に
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、

非
常
ベ
ル
が
鳴
り
始
め
て
か
ら
、

運
動
場
に
全
児
童
が
無
事
に
避

難
す
る
ま
で
の
時
間
が
一
分
三

十
秒
で
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
洲
消
防
署
川

上
支
署
か
ら
火
災
の
消
火
方
法

や
消
火
器
の
説
明
が
あ
り
、
消

防
署
の
職
員
に
よ
る
消
火
の
実

演
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
も
運
動
場
で
実
際

成

会

予
子
林
小
学
校

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

父
母
や
先
生
の
指
導
の
も

と
に
、
学
校
園
の
畑
で
児

童
た
ち
が
栽
培
し
、
収
穫

し
た
さ
つ
ま
い
も
や
小
麦

が
使
わ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
は
東
山
に

加
工
さ
れ
、
小
麦
は
手
打

ち
う
ど
ん
の
材
料
に
使
わ

れ
昼
食
は
参
加
者
全
員
で
、

手
打
ち
う
ど
ん
を
い
た
だ

き
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
小
麦
を

[
｀
[
口
尺
汀
｀
ぃ
互
ぃ
〗
〖
い

[
i
i
`
[

に

消

し

て

い

ま

し

た

。

一

曰

虞

9

年
度
は
大
谷
小
の
順
番
、
地

ま
た
、
テ
ソ
プ
ラ
油
の
場
合
の
消
．
域
で
は
文
化
的
視
点
、
地
域

火
方
法
を
体
験
し
、
火
災
に
つ
い
て
~
活
性
化
の
た
め
に
も
と
改
築
要
望
が

の
認
点
を
深
め
ま
し
た
。
~
強
い
。
し
か
し
生
徒
数
激
減
の
現
実

~
が
あ
る
。
建
て
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と

~
い
う
も
の
で
は
な
い
。
風
お
こ
し
を

~
や
っ
て
地
域
を
盛
上
げ
て
、
是
非
に

＂
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

i

た
。
町
も
大
谷
を
風
お
こ
し
重
点
地

i

区
に
指
定
し
、
一
体
と
な
っ
て
活
性

~
化
を
目
ざ
す
こ
と
と
し
た
。

~
住
宅
建
設
、
水
道
、
地
域
出
身
者

~
呼
び
も
ど
し
、
定
住
希
望
者
受
け
入

i
れ
、
産
業
振
興
、
山
村
留
学
、
ふ
る

~
さ
と
の
家
、
結
婚
問
題
、
あ
ら
ゆ
る

~
観
点
か
ら
取
り
組
み
た
い
。一
月
に

~
は
町
職
員
が
大
谷
各
部
落
を
訪
問
し
、

□

問
題
の
堀
起
し
、
推
進
方
策
を
協
議

~
す
る
。
学
校
改
築
が
地
域
見
直
し
、

~
風
お
こ
し
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲

．
し
、
。し

~
「
葉
隠
」
は
思
慮
分
別
し
て
い
て
は

~
お
く
れ
を
と
る
、
「武
士
道
は
死
狂

~
ひ
」
と
い
う
。
芭
蕉
は
名
利
を
か
え

~
り
み
ず
風
雅
に
狂
う
「
風
狂
」
を
い
う
。

~
風
お
こ
し
も
『
風
バ
カ
』
の
何
人
か

~
出
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
空
気
は
動
か

~
ぬ
。
新
年
を
よ
い
年
に
。

~
「
村
」
は
死
な
ず

生
ぎ
て
い
る

一

証

を

口

言

＂少塁
-
；
g‘
筐

うまくさつまいもの皮がはげました（東山つくり）

播
い
た
り
、
渋
柿
を
持
ち
ょ
っ
て

干
柿
つ
く
り
を
す
る
な
ど
し
て
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

じょうずにすばやく消すことができました
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焼き肉コーナーはいつも大繁盛

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
実

施
主
体
と
な
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
、
絶
好
の
ま
つ
り
日

和
と
な
り
町
内
外
の
大
勢
の
人
達
が

参
加
し
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ソ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
子
供
相
撲

大
会
、
も
ち
ま
き
、
カ
ラ
オ
ケ

演
芸
大
会
、
今
回
始
め
て
の
子

供
乗
り
物
広
場
、
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
、
山
鳥
坂
「
神
楽
」
、
奥
伊

予
太
鼓
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

農
林
産
物
の
品
評
会
及
び
即
売
、

農
林
業
の
機
械
の
展
示
即
売
、

林
研
グ
ル
ー
プ
成
果
発
表
、
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
手
作
り
品
即

売
、
大
谷
銘
柄
米
生
産
研
究
会

の
発
表
、
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発

セ
ソ
タ
ー
製
品
の
即
売
、
商
工

城川町からの参加（奥伊予大鼓）

子供相撲大会成績表
小学生の部

区分 学年 順位 チーム名及び選手名 参 加数

<
4以 1 大谷 Cチーム

年 2 中 野 Dチーム 18チーム

生上 3 予子林Bチー ム

4 1 宮尾尚志（岩谷）

年
2 寺岡貴志(//) 22人
3 冨永浩文(//)

個
生 3 岩田浮司（中野）

5 1 山 田智 巳（正山）

人 年
2 大野拓也（中野） 22人
3 金森良司(//)

生 3 中岡 洋（正山）

戦 6 1 曾 我 功（中野）

2 池田誠之（予子林） 30人
年

3 清水 修 ( / / )
生 3 晶永孝徳（岩谷）

集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
明

匝
J

日
の
肱
川
を
考
え
よ
う
と
恒
例
の
肱

“l
"
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
十
一
月
十
八

日
（
日
）
肱
川
中
学
校
を
主
会
場
に
、

秦しさ、おいしさいっぱいt.

極祖ざ．：：ざ．裕．淡羞翌第6回姿翌認さ裕ざき笈烈裕召な·;t•*t..＊骨；•ぷ•ふ．＊ *• •• * *• * ;•• * ；•ぷ心•んなぶな
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.心.，肱川ふれあいまつり心心

色々なおもしろい自転車20台にも
子供たちはすぐに乗りこなしました

露
店
市
、
城
辺
町
直
送
の
活
魚
の
即

売
、
そ
し
て
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
乳

製
品
と
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、
焼
肉
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
広
い
校
庭

も
こ
の
日
ば
か
り
は
狭
く
感
じ
ら
れ

も

り

ま
し
た
。
今
回
の
ま
つ
り
に
も
森
林

基
金
友
の
会
の
会
員
三
百
人
や
米
と

ふ
れ
あ
う
体
験
交
流
ツ
ア
ー
の
会
員

四
十
人
が
参
加
し
ま
つ
り
を
一
段
と

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
の
新
し
い
イ
ベ
ソ
ト
、
お
も

し
ろ
い
自
転
車
を
二
十
台
用
意
し
て

広
場
内
を
子
供
た
ち
に
自
由
に
乗
り

ま
わ
し
て
楽
し
む
と
い
う
イ
ベ
ソ
ト

ゃ
、
肱
川
凡
人
未
来
塾
主
催
の
小
学

生
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど
に
は
大
勢

の
子
供
た
ち
が
参
加
し
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
事
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
特
設
舞
台
で
は
城
川
町

か
ら
の
参
加
で
奥
伊
予
太
鼓
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
た
び
に
新
し
い
イ
ベ

す考つし‘ノ Fママ--------..グ
fJ...-:-~.r·-~ ．ー 191119191191 99 I 
ク・．rシ定ぶー-.“'’̀91911 ’"！I!！！ i!！!！！！！ ，911919’i -

°えり 盛卜
る を 大 が
きとに行
つおなわ
かし つ れ
けてた年
に‘こ々
し 明 の 参
た日 ふ 加
いのれ者
も肱あが
の 川い増
でをま大

もちまき会場は人、人、人、

中学生の部

区分 学年 順位 選 手 名 参加数

1 
1 和 気 努
2 宮 尾 公 志 2 8 人

個
年

3 清 水 成 仁
生

3 冨 永 大 樹

2 
1 冨 永 航 太

2 藤 原 孝 行 2 6 人
人 年

3 井 上 慎 也
生

3 堀 井 勇

3 
1 和 気 淳

戦 2 岩 岡 広 志 1 9 人
年

3 徳 本 英 樹
生

3 木 村 裕 樹

カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者

◎
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

上
石
ユ
リ
子
（
上
鹿
野
川
）

乳
草
情
話

◎
ふ
れ
あ
い
祭
り
賞

和
気
節
子
（
下
鹿
野
川
）

夢

椿

◎
ふ
れ
あ
い
賞

中
岡
博
（
上
鹿
野
川
）

お
し
ど
り
人
生

藤
原
茂
瑣
夫
（
中
居
谷
）

女
の
ぎ
も
ち

◎
歌
唱
賞
、
熱
演
賞

山
崎
明
男
（
河
辺
村
）

片
恋
酒

◎
ユ
ー
モ
ア
賞

中
居
満
登
（
上
鹿
野
川
）

土
俵
一
代

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
成
績
表

◎

優

勝

鳥
越
久
美
子
（
中
野
）

◎
準
優
勝

北

川

暁

子
（
道
野
尾
）

◎

三

位

尾
花
洋
介
（
松
山
市
）
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人口は3,476人 （国勢調査結果）

5年間で169人減る

国勢調査人口並びに世帯数の推移

（ ）内の数字は世帯人口

6,000 

4,000 

2,000 

8,000 
11,351世帯

1,361世帯
帯

167世帯
1,133世帯 1,102世帯

1,055世帯 1,034世帯
w I 1\ 4.~ / 

三
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LJ人 II ; | | f | | : 
昭昭平
和和成

55 60 2 
年 年年

1,600 

1,200 

人

年

昭

和

30
年

昭

和

35
年

昭

和

40
年

昭

和

45
年

昭

和

50
年

世

帯

数

800 

400 

※この数字は町段階での人口集計であり、後日公表する結果と異なる場合があります。

平
成
二
年
国
勢
調
査
は
、
去
る
十

月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ

れ
、
肱
川
町
の
調
査
票
は
十
月
十
六

日
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
調
査
員
を
は
じ
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

当
町
の
調
査
結
果
を
み
ま
す
と
、

前
回
（
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
）
よ
り

人
口
は
百
六
十
九
人
、
世
帯
数
は
二

十
一
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
お
り
、

当
町
の
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
県
を
経
て
す
べ
て
総
務
庁

統
計
セ
ソ
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
厳
重

に
管
理
さ
れ
、
集
計
さ
れ
ま
す
。

集
計
が
完
了
す
る
と
、
完
全
に
溶

か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
調
査

票
に
書
か
れ
た
こ
と
が
ら
が
外
部
に

も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
結
果
は
、
福
祉
・
雇
用
・
交

通
対
策
・
住
宅
生
活
環
境
整
備
な
ど

の
行
政
を
す
す
め
て
い
く
上
で
の
基

礎
資
料
と
な
り
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

学生も全員国民年会に
加入するようになります。

大
学
生
・
専
門
学
校
の

生
徒
な
ど
は
、
二
十
歳
以

上
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金

へ
の
加
入
は
任
意
で
し
た

が
、
平
成
三
年
四
月
か
ら

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
学
生
の

方
が
事
故
や
病
気
で
万
一

障
害
者
に
な
っ
た
場
合
で

も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ニ

十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
斤
こ
な
り
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
鼻
血

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ピ
ー
ナ
ツ
を
食

べ
す
ぎ
る
と
鼻
血
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

昔
の
人
は
、
鼻
血
が
出
る
と
『
の

ぼ
せ
た
』
と
い
い
ま
し
た
。

『
の
ぼ
せ
』
と
は
、
首
か
ら
上
の

血
管
に
ふ
だ
ん
よ
り
多
く
の
血
が
流

れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ピ
ー
ナ
ツ
な
ど

脂
肪
が
多
く
て
、
血
管
を
拡
げ
る
成

分
の
あ
る
も
の
は
、
血
の
流
れ
が
多

く
な
り
ま
す
。

鼻
の
中
は
、
表
面
に
網
の
目
の
よ

う
に
血
管
が
張
り
つ
い
て
い
て
、
鼻

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯

主
に
納
付
義
務
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
と
．

い
う
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し

て
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
を
免
除

す
る
沢
ど
、
負
担
面
に
お
け

る
配
慮
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国

民
年
金
係
ま
で
お
尋
ね
下
さ

、0ヽか
ら
吸
い
込
ん
だ
冷
た
い
空

気
を
丁
度
よ
い
温
度
に
温
め

て
、
肺
の
中
に
送
り
込
む
し

か
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

細
い
血
管
が
集
中
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
そ
の

血
管
を
拡
げ
る
食
べ
物
を
食

べ
す
ぎ
る
と
、
鼻
血
も
出
や

す
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

従
っ
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
食
べ
た
後
で
強
く
鼻
を
か

む
と
、
鼻
血
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
、
ニ
キ
ビ
の
出

て
い
る
人
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遊ぎ泣りな を マ ち No.／＼iコn訟プスtz〉⑫

：言臼!]9鳳i0:[[［：
も二りきとすまアし、お父さん 見眉

ほはすた娘こ°正
し ‘ る り ！ す 山

仲ソ合をボ °るソたお 芳典さん(33歳） い素―‘でる の
よグ つ し l とパ゜じお母さん 川 と直面歌もの 人
く続てたル 手ソ い順子さん(29歳) ..._,., 思でもにおが 気

と
も
こ

中
田
智
子
ち
ゃ
ん
（
協
生
）

平
成
元
年
2
月
2
日
生

1
歳
10
か
月

お父さん
勝幸さん(27歳）
お母さん
幸子さん(29歳）
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十
二
月
二
十
九
日
（
土
）
は

愛
媛
県
知
事
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
今
後
四
年
間
の

愛
媛
県
の
進
路
を
ゆ
だ
ね

る
大
切
な
選
挙
で
す
。

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
（
た
だ
し
、
中
津
・

中
居
谷
投
票
所
は
五
時
ま

で
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
は
早
め
に
す
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

投
票
所
へ
の
入
場
券
は
、

部
落
長
さ
ん
を
通
じ
、
投

票
日
の
二
日
前
ま
で
に
は
、

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。
も
し
届
か

な
い
場
合
は
、
役
場
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

当
日
で
き
な
い
人
は

不

在

者

投

票

を

当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、

前
も
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
ぎ
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ

る
期
間
は
、
十
一
＿
月
九
日
（
日
）
か
ら

投
票
日
前
日
の
十
二
月
二
十
八
日

（
金
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
す
。

県
内
の
他
の
市
町
村
を
転
出
し
、

本
町
に
九
月
九
日
以
降
に
転
入
届
を

出
さ
れ
た
人
は
、
今
回
の
愛
媛
県
知

事
選
挙
の
選
挙
権
が
引
ぎ
続
ぎ
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
町
の

選
挙
人
名
簿
に
は
、
ま
だ
登
録
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
本
町
の
投
票
所

で
は
投
票
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
投
票
す
る
場
合
に

は
、
本
町
の
役
場
で
「
引
き
続
き
愛

媛
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
を
請
求
し
、
そ
の
交
付
を
受
け

た
う
え
で
、
投
票
日
当
日
、
こ
の
証

明
書
を
持

っ
て
以
前
住
ん
で
い
た
と

こ
ろ
（
本
町
に
移
る
前
に
住
民
票
を

置
い
て
い
た
と
こ
ろ
）
の
投
票
所
で

0

九
月
九
日
以
降
に
本
町
に
転
入
届

を
出
し
た
人

ご注意

ください

最近

転入された人

ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
在
者
投
票

を
す
る
か
な
ど
、
よ
く
確
か
め
て
、

印
鑑
を
も
っ
て
、
役
場
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

当
日
会
場
を
県
知
事
選
挙
の

投
票
所
に
使
用
す
る
た
め
、
共

同
贈
答
品
コ
ー
ナ
ー
は
十
二
月

二
十
八
日
の
三
時
で
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
上
商
工
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

わたしの愛媛

します

娑 t 示

この 一西

rI.,̀.:.. 

め
ん
な
苔
る
っ
て
因
叫
し
我
し
＆
ぅ

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
町
役
場
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
齢
制
限
は
、
昭
和
四

十
六
年
十
二
月
三
十
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。

年
賀
の
あ
い
さ
つ
を

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

平
成
二
年
二
月
一
日
に
公
職
選
挙

法
が
改
正
さ
れ
、
「
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
」
を
除
ぎ
、
年
賀

状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
出
す
こ
と
が
一
切

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

「
喪
中
に

つ
ぎ
年
賀
の
あ

い
さ
つ
を
失
礼
し
ま
す
」
と
い
っ
た

肱
川
町
長
・
肱
川
町
議
会

欠
礼
の
葉
書
を
出
し
た
り
、
昨
年
も

ら
っ
た
年
賀
状
に
対
し
て
今
年
そ
の

答
礼
と
し
て
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現

と
選
挙
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に

新
た
に
立
法
化
さ
れ
、
平
成
二
年
ニ

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛媛県では、 60歳以上の親族と同居するために、住宅を整備される

方に対して、 『高齢者居室整備資金』の貸付を行っています。

融資条件は次表のとおりですから、ご利用ください。
r--------------------------------------------------------------------------------------------------1 

: 1．貸付の対象者 県内において、親族である60歳以上の方と同：

！ 居し、又は同居しようとする20歳以上の者 ： 

i 2．貸付の対象 現に同居し、又は同居しようとする家屋の高齢 i
i 者専用居室及び高齢者のための浴室・トイレ等の整備 { 

i 3．貸付限度額 10万円～150万円

！ ・高齢者専用居室の整備•••100万円以下
； ・高齢者向けの浴室・トイレ等の整備•••50万円以下 ； 

： ・併せて整備する場合•••150万円以下 ！ 

i 4．貸付利子年率 3%

: 5.償還期間 10年以内（据え置き期問なし）

； 6．償還方法 元金均等による年賦又は半年賦償還 ： 
： 7．申込窓口 最寄りの農業協同組合（県信用農業協同組合連合会） i 
： 県労働金庫の本・支店
L ---------------------------------------------------ご:---------------------------------------------」

※融資に対する相談•お問い合わせは、上記金融機関の窓口又
は愛媛県各地方局福祉課及び県庁県民福祉部高齢者福祉課ヘ
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①
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
記
載

し
ま
す
。

ア
婚
姻
・
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新

し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

イ
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他
の

戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

ウ

戸

籍

を

再

製

す

る

場

合

な

ど

一
、
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字

で
記
載
し
ま
す

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す

る
場
合
と
か
、
相
続
登
記
を
す
る
場

合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
、
日
本
人

に
つ
い
て
の
身
分
関
係
を
登
録
・
公

証
す
る
公
文
書
と
し
て
重
要
な
も
の

で
す
か
ら
、
正
し
い
文
字
で
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏
名

が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
官
公
署
の
窓
口
等
で
ト
ラ
ブ
ル

を
生
じ
、
社
会
生
活
上
、
不
便
を
強

い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
あ
る
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
三
年
＿
月
一
日
以

呵
”
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い

戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
正
し

い
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②

誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時
あ

る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
そ

の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③

俗

字

の

う

ち

、

「高
」
と
か
「
崎
」

な
ど
、
一
定
の
範
囲
の
字
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ

ん
が
、
申
し
出
に
よ
っ
て
、
い
つ
で

も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
・

俗
字
を
正
し
い
字
に
訂
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

三
、
申
し
出
に
よ
っ
て
難
し
い

字
体
を
や
さ
し
い
字
体
に

直
す
こ
と
が
出
来
ま
す

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
、

例
え
ば
「
邊
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
不
便
を
感
じ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
そ

の
字
体
に
対
応
す
る
新
字
体
（
通
用

字
体
）
で
あ
る
「
辺
」
に
直
す
（
更
生
す

る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
、
申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字

に
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す

属健獨＠＠⑨ 供託百周年をむかえて

我
が
国
の
供
託
制
度
は
明

治
二
十
四
年
に
施
行
さ
れ
て

以
来
、
平
成

三
年
一
月
一

日

を
も
っ
て
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。

供
託
制
度
は
長
い
歴
史
を

有
し
、
国
民
生
活
に
密
着
し

た
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
広
く
一
般
に
周
知
、

理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ

り
ま
す
。

供
託
に
は
、
地
主
ま
た
は

家
主
が
地
代
又
は
家
賃
を
受

け
取
ら
な
い
と
き
な
ど
に
、

供
託
す
る
と
支
払
い
が
済
ん

だ
の
と
同
じ
効
果
が
生
じ
る

来
年
一
月
か
ら
郵
便
局
で

は
「
国
際
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
貯

金
」
の
取
扱
い
を
始
め
ま
す
。

こ
の
「
国

際
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
貯
金
」
は
、
お
サ
イ
フ
代

わ
り
の
通
常
貯
金
の
利
子
の

二
0
％
を
寄
附
し
て
い
た
だ

ぎ
、
そ
れ
を
海
外
援
助
団
体

を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国
の

人
々
の
福
祉
の
向
上
、
食
糧

援
助
、
医
療
援
助
、
飲
料
水

確
保
の
た
め
の
井
戸
堀
、
砂

漠
化
を
防
ぐ
た
め
の
植
林
な

ど
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

ご
加
入
い
た
だ
く
た
め
の

手
続
き
は
、
通
常
貯
金
の
通

帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
通
帳
と
印
鑑

を
持
っ
て
郵
便
局
に
お
い
で
に
な
る

か
、
セ

ー

ル
ス
マ
ソ
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
通
常
貯
金
の
通
帳
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
通
常
貯
金
の
申
込
み

と
同
時
に
加
入
の
手
続
き
を
受
け
付

け
ま
す
か
ら
、
印
鑑
と
現
金
を
持
っ

て
郵
便
局
で
手
続
ぎ
を
し
て
下
さ
い
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
特
別
デ
ザ
イ
ン

の
国
際
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
貯
金
通
帳
を

お
渡
し
し
ま
す
。

み
ん
な
地
球
家
族

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金

肱川郵便局から
年賀状の差出しについてお願い．／

弁
済
供
託
を
は
じ
め
と
し
て
、
争
訟

の
相
手
方
の
損
害
の
担
保
な
ど
の
た

め
に
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
行
う

裁
判
上
の
保
証
供
託
、
差
し
押
さ
え

な
ど
の
目
的
物
を
供
託
す
る
執
行
供

託
、
一
定
の
営
業
を
開
始
す
る
に
当

た
り
、
取
引
の
相
手
方
の
債
権
の
担

保
の
た
め
に
す
る
営
業
保
証
供
託
、

選
挙
に
立
候
補
す
る
場
合
に
行
う

選
挙
供
託
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
い
ず

れ
も
国
民
の
権
利
を
保
護
す
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
山
地
方
法
務
局
大

洲
支
局
(
6

二
四
ー
四

一
五
五
）
へ

郵
便
局
で
は
、
十
五
日

か
ら
年
賀
状
の
引
受
け
を

行
い
、
お
正
月
に
お
届
け

す
る
た
め
の
年
賀
取
扱
作

業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

年
賀
状
は
、
年
末
押
し

迫
っ
て
お
出
し
に
な
り
ま

す
と
、
元
旦
に
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
二
十
五
日
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
月
二
日
は
年

賀
郵
便
物
及
び
普
通
通
常

郵
便
物
等
の
配
達
を
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

平成 3年度
1．応募資格

30歳以下、中卒者以上

2．願書受付期問

平成 2年12月 1日～平成 3年 1月31日

3．定員および内容

電気工事科 20人
木工科 10人

4．実施場所及び照会先

宇和島市柿原神の前1712
愛媛県立宇和島専修職業訓練校

云 0895-22-3410

職業訓練生募集
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平
成
二
年
度
、
共
同
募
金
（
赤
い
羽

根
）
実
績

十
月
一
日
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
全
国
各
地
で
く
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た

。
肱
川
町
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
あ
た
た
か
い
善
意

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
目
標
額
を
達

成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
町
内
の
生
活
困
難

な
人
へ
の
援
護
、
児
童
・
老
人
・
身

体
障
害
者
等
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

(1)総括 表 （単位：円）

種 別 目標額 実績額

戸別募金 450,000 450,128 

街頭募金 60,000 67,322 

学校募金 40,000 61,255 

職域団体募金 45,000 42,000 

大口募金 110,000 119,000 

合 計 705,000 739,705 

（平成 2年11月30日現在）

援
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

十

二
月
十
日
に
は
、
病
院
の
長
期

療
養
者
・
施
設
の
入
所
者
を
訪
問
、

又
、
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
募
金

配
分
会
を
実
施
し
て
、
町
内
の
長
期

療
養
者
、
ね
た
き
り
老
人
、
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ソ
層
の
人
々
を
訪
問
し
て
、
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
善
意
を
民
生
委
員

さ
ん
が
代
わ
っ
て
、
伝
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い
お

正
月
」
今
年
の
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
で
す
。

(2)募金内訳

戸別募金

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
歳
末
に
あ
た
り
、

援
護
を
必
要
と
し
ま
す
「
独
居
・
寝

た
き
り
老
人
、
心
身
障
害
者
、
母
子
、

父
子
、
長
期
療
養
者
、
生
活
困
窮
者
」

等
の
人
々
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ

て
援
護
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ

月
間
で
す
。

炒ぷだ

肱

川

町

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

、

今
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
あ

饂
”
た
た
か
い
善
意
の
寄
付
金
を
頂
き
、

（単位：円）

・部 落 金 額 部 落 金 額

小 畑井 3,150 下鹿野川 24,700 

萩 野 尾 2,407 上鹿野川 33,307 

汗 生 13,350 月．、 、 刀、牛旦 3,000 

道 野尾 6,900 見の越 2,700 

上 森山 7,331 月 野 尾 6,750 

八 重栗 4,950 下敷水 6,720 

山 槌 10,500 敷 水 8,230 

協 生 13,050 下嵯峨谷1 5,650 

嘉 城 9,900 下嵯峨谷2 1,500 

.:l± /`‘ 栄 16,300 上嵯峨谷 5,950 

中居谷 22,807 菟・野尾 11,377 

白 石 9,850 橡の木瀬 1,000 

影 地 8,805 柳 11,200 

広 常 17,910 郷 9,650 

久 保 14,640 市の畦 6,400 

大 平 12,655 瓜生谷 8,700 

大 屋敷 7,350 町 12,650 

森 5,800 藤之原 8,950 

肱 栄 5,850 小 倉 3,150 

大 和 16,374 中 津 11,500 

中 野 33,815 

小 藪 23,350 合 計 450,128 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

明
る
い
お
正
月

地
域
で
さ
さ
え
あ
う

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
、
全
て

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
い
お
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
研
修
会

9
開

催

」

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の

専
門
的
知
識
、
技
術
等
の
研
修
を
行

い
、
福
祉
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
資
質
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
交
流

を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織

化
、
体
系
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
在

宅
福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
十
一
月
二
十
六
日
開
催

し
ま
し
た

。

午
前
中
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

構
え
」
と

題
し
て
、
県
生
涯
学
習
推

◎
久
保

石

谷

強

さ

ん

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
芳
志

進
講
師
、
松
下
文
治
先
生
の
講
演
を

開
き
、
午
後
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
と
み
す
寮
」
の
栄
養
士
及
び
指
導

員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
老
人
と
食
事
」
、

「
老
人
介
護
」
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
か
れ
ま

し
た

。

当
日
は
、
民
生
委
員
さ
ん
、
老
人

ク
ラ
プ
の
各
会
長
さ
ん
、
婦
人
会
の

皆
さ
ん
と
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

会
員
さ
ん
等
在
宅
福
祉
活
動
等
福
祉

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
を
志
向
す
る
人
達
、

約
七

0
人
が
参
加
し
ま

し
た。

今
回
の
研
修
会
で
得
た
知
識
を
今

後
の
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
さ

れ
る

こ
と
を
期

待

し
ま

す
。

福
祉
協
議
会
に
、
ご

寄
付
を
頂
き
ま

し
た

。

当

協

議

会

の

福

祉

事

業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き

ま
す
。
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去
る
十
一
月
十
五
、

十
六
日
の
一
泊
二
日
の

日
程
で
萩
、
津
和
野
方

面
へ
共
済
旅
行
を
計
画

さ
れ
、
私
も
初
め
て
な

が
ら
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
共
済
旅
行
も
、

行
っ
た
所
も
初
め
て
な

の
で
、
出
発
か
ら
帰
る

ま
で
楽
し
く
い
ろ
い
ろ

と
見
学
さ
せ
て
頂
ぎ
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

先
ず
三
津
浜
港
を
後

に
し
て
柳
井
港
に
着
き

ま
す
と
ガ
イ
ド
さ
ん
が

待
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

バ
ス
は
進
み
ま
す
。
瑠

璃
光
寺
、
ザ
ビ
エ
ル
記

念
聖
堂
へ
と
行
き
、
次

に
萩
へ
と
行
く
の
で
す

汗
生冨

永
千
代
子

が
途
中
は
広
い
田
ん
ぼ
が
あ
り
山
が

あ
り
時
に
は
海
、
島
が
あ
り
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
萩
に
着

き
蒲
鉾
工
場
へ
行
き
威
勢
の
良
い
説

明
が
あ
り
私
は
叱
ら
れ
て
い
る
様
で

し
た
。
夕
方
な
の
で
作
業
は
見
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
夕
方
萩
焼

窯
元
へ
行
ぎ
立
派
な
品
物
を
見
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
夕
方
に
な
り
い
よ

い
よ
萩
グ
ラ
ソ
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
し

ま
し
た
。
夕
食
に
な
り
組
合
長
、
課

長
さ
ん
の
ご
挨
拶
が
あ
り
亀
田
会
長

さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
食
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
皆
ん
な
楽
し
そ
う
で
し

こ。t
 十

六
日
は
朝
ホ
テ
ル
の
方
に
見
送

ら
れ
て
出
発
し
て
、
も
う
間
も
な
く

松
陰
神
社
へ
お
参
り
し
て
記
念
写
真

も
撮
っ
て
頂
ぎ
東
光
寺
へ
と
行
き
い

よ
い
よ
次
の
目
的
の
津
和
野
に
向
か

い
ま
す
。
田
ん
ぼ
が
広
い
山
が
き
れ

い
で
広
い
、
松
の
木
も
沢
山
あ
り
山

口
で
は
松
茸
も
多
く
出
来
る
と
云
っ

て
居
ら
れ
ま
し
た
。
津
和
野
に
行
き

ま
す
と
ガ
イ
ド
さ
ん
が
代
わ
ら
れ
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
男
の
方
で
し
た
。
少
し

高
い
所
で
し
た
が
稲
成
神
社
へ
お
参

り
し
て
帰
り
、
今
度
は
道
路

を
歩
ぎ
な
が
ら
お
も
し
ろ
く

説
明
し
て
頂
ぎ
大
き
な
鯉
が

泳
い
で
居
る
所
を
見
学
し
、

次
に
森
鵡
外
旧
宅
、
和
紙
会

館
、
養
老
館
へ
と
行
き
こ
こ

で
中
食
を
致
し
ま
し
た
。
少

し
休
み
お
店
で
お
土
産
を
皆

ん
な
買
っ
て
も
う
帰
り
の
時

間
で
す
。

柳
井
港
に
向
か
っ
て
バ
ス

は
進
み
ま
す
。
又
あ
の
山
道

を
通
っ
て
帰
ら
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
。
柳
井
港
に
着

ぎ
ま
す
と
予
定
よ
り
少
し
早

く
帰
れ
る
様
で
し
た
。
こ
こ

で
ガ
イ
ド
さ
ん
と
お
分
か
れ

で
す
。
柳
井
港
を
後
に
し
て

三
津
浜
港
に
向
か
い
ま
す
。

三
津
浜
港
に
着
き
ま
す
と
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
あ
あ
良

か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
、
良

い
思
い
出
が
出
来
た
と
心
の

中
で
思
い
ま
し
た
。

い
よ
い

よ
肱
川
に
着
き
ま
し
た
。

皆
ん
な
揃
っ
て
元
気
で
無

事
帰
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
組
合
長
、
課
長
、
支

所
長
さ
ん
、
又
宇
和
島
バ
ス

運
転
士
さ
ん
が
お
世
話
し
て

下
さ
っ
た
お
陰
だ
と
心
か
ら

感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平成 2
 

年 度 栗 集荷別明細書

共
済
加
入
者
旅
行

i肱川農協では、毎年行っている共済加入者~~旅行を今年は、山口県萩・津和野方面へ去る＂~十一月十五日、十六日の二日間実施しました。~i参加を頂いた中から汗生部落の冨永千代子~~さまより紀行文をお寄せ頂ぎましたのでご紹~~介致します。••. 

集荷期別 数 量 積 I占ヽヽヽ 積点価 支 払 金 額 平均単価

8/23,-..__.,31 1,430.2 129,472.4 4.22 546,373 382.02 

9/1~5 2,643.6 247,824.9 3.59 889,691 336.50 

9/6~10 1,564.2 149,108.6 3.50 521,880 336.40 

9/11~15 987.4 94,566.3 3.40 321,525 325.62 

9/16,...__,20 1,304.1 126,205.0 3.65 460,648 353.23 

9/21,...__,25 13,251.7 1,267,585.3 3.41 4,322,467 326.18 

9/26,...____,30 38,852.1 2.67 9,933,091 255.66 

10/1~5 44,657.9 4,293,907.4 2.23 9,575,414 214.41 

10/6~10 33,313.0 3,243,762.0 2.34 7,590,403 227.85 

10/11~15 26,063.0 2,530,704.0 3.15 7,971,718 305.86 

10/16~20 22,977.2 2,266,252.0 3.03 6,866,744 298.85 

10/21~25 8,538.4 846.241.0 2.57 2,174,839 254.71 

10/26~31 1,273.8 123,275.0 2.04 251,481 197.42 

合 計 198,874.6 19,036,522.7 ＼ 51,426,274 261.21 

平均支払単価261.21円＋消費税7.8円＝269円

去
る
十
二
月
六
日
に
は
栗
生
産
同
志
会

の
支
部
長
会
を
も
ち
今
年
度
の
栗
出
荷
に

対
す
る
反
省
と
価
格
精
算
の
検
討
を
行
い

次
の
通
り
決
定
し
た。

今
年
の
栗
生
産
に
つ
い
て
は
夏
の
旱
魃

平
成
一

一
年
度
栗
精
算
報
告

と
二
度
に
わ
た
る
台
風
に
よ
る
往
復
ビ
ソ

タ
に
よ
り
生
産
出
荷
量
は
昨
年
対
七
七
・

七
％
に
終
わ
り
又
価
格
に
つ
い
て
も
品
質

の
悪
化
に
よ
り
一
槌
当
り
二
百
六
十
九
円

と
な
っ
た
。
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当
町
の
山
林
に
は
、
枝
打
ち
を
さ

れ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
十
分
と
は

言
え
な
い
。
今
枝
打
ち
を
す
れ
ば
、

価
値
あ
る
山
林
に
な
る
と
思
わ
れ
る

所
も
多
く
あ
る
。

枝
打
ち
の
効
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
事
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

①
無
節
ま
た
は
節
の
少
な
い
材
を
生

産
す
る
。

[

②
完
満
材
を
生
産
す
る
。

rし

③
死
節
を
防
止
す
る
。

炒
④
林
内
作
業
を
容
易
に
す
る
。

⑤
陽
光
を
入
れ
、
下
層
植
生
を
育
成

よ｝〗
"
⑥
い
い

[
-
旱
を
調
節
し

、
立
木
密
度
を

~

保
持
す
る
。

⑦
均
一
な
林
木
を
育
成
す
る
。

⑧
成
長
を
抑
制
し
、
目
の
つ
ん
だ
材

を
生
産
す
る
。

⑨
通
風
を
よ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
害
虫
を
予
防
す
る
。

⑩
落
葉
落
枝
を
燃
料
と
し
て
利
用
す

る。林
を
仕
立
て
る
場
合
、
何
を
生
産

す
る
か
目
標
を
は
っ
ぎ
り
し
て
、
保

育
し
な
け
れ
ば
、
生
産
目
標
に
、
合

致
し
た
手
入
れ
が
出
来
な
い
。

そ
こ
で
今
回
は
、
枝
打
ち
作
業
の

問
題
点
を
と
ら
え
、
こ
う
い
う
枝
打

ち
は
や
っ
て
は
な
ら
な
い
点
を
述
べ
、

枝
打
ち
を
す
る
な
ら
、
必
ず
良
質
材

生
産
に
つ
な
が
る
枝
打
ち
を
行
っ
て

落国函3

頂
き
た
い
と
思
う
。

◎
人
ま
ね
の
枝
打
ち
を
や
っ
て
は
な

ら
な
い
。

製
材
し
た
時
、
表
面
に
節
が
出
な

い
よ
う
に
幹
が
あ
る
太
さ
の
時
ま
で

に
枝
打
ち
を
済
ま
せ
る
と
い
っ
た
十

分
な
管
理
が
出
来
る
場
合
は
よ
い
が

人
ま
ね
の
枝
打
ち
に
限
っ
て
節
の
分

布
範
囲
を
計
算
し
て
の
枝
打
ち
が
な

さ
れ
て
な
い
場
合
が
多
く
、
問
題
が

大
き
い
の
で
あ
る
。
生
産
目
標
に
合
っ

た
枝
打
ち
を
す
る
べ
き
で
あ
る
，0

◎
枝
打
ち
は
無
節
の
心
持
柱
材
生
産

の
た
め
だ
け
の
も
の
と
思
っ
て
は

な
ら
な
い
。

無
節
材
生
産
の
タ
イ
プ
は
心
持
正

角
の
柱
材
を
採
る
た
め
の
も
の
と
、

大
径
に
仕
立
て
て
無
節
、
又
は
無
節

性
の
高
い
板
や
角
な
ど
を
出
来
る
だ

け
多
く
採
ろ
う
と
す
る
も
の
の
二
つ

に
大
別
さ
れ
枝
打
ち
の
方
法
も
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

心
持
正
角
柱
材
生
産
の
場
合
は
、

製
材
面
に
節
が
出
な
い
よ
う
に
枝
打

ち
を
し
な
け
れ
け
ば
な
ら
な
い
が
そ

5
 

の
幹
の
太
さ
は
、

oem角
で
あ
れ
ば

5
c
m
、
12cm
角
は

7
c
m
ま
で
に
と
い

う
の
が
一
応
の
目
安
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
も
3
m
で
2
c
m
の
曲
が
り
の
場

合
で
あ
る
。

大
径
材
生
産
の
場
合
は
何
Cm

ま
で

に
枝
打
ち
が
済
ま
さ
れ
て
い
な
け
れ

枝
を
太
く
し
な
い
と
か
、
枯
枝
を
生

じ
さ
せ
な
い
と
か
の
枝
打
ち
を
し
や

す
い
木
を
作
る
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

幹
に
傷
を
つ
け
な
い
た
め
に
は
、
刃

物
を
い
つ
も
切
れ
や
す
い
状
態
に
保
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

枝
打
ち
の
適
期
、
不
適
期
の
決
め
ら

れ
る
の
は
、
幹
に
傷
が
つ
き
や
す
い

か
否
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

又
病
害
虫
の
発
生
に
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

◎
枝
打
ち
を
す
る
と
ボ
タ
ン
材
が
出

来
る
の
で
は
な
い
。

ボ
タ
ソ
材
と
は
幹
の
木
口
面
が
、

ボ
タ
ソ
の
花
び
ら
の
よ
う
に
黒
っ
ぽ

く
異
常
変
色
し
て
い
る
も
の
を
総
称

的
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原

因
は
、
枝
打
ち
に
伴

う
幹
の
傷
、
ス
ギ
カ

ミ
キ
リ
な
ど
に
よ
る

穿
孔
虫
に
よ
る
傷
、

死
節
を
中
心
と
す
る

腐
れ
な
ど
に
よ
る
も

の
で
、
枝
打
ち
を
す

る
と
ボ
タ
ソ
材
が
出

来
る
の
で
は
な
く
、

枝
打
ち
の
仕
方
が
ま

ず
く
て
幹
に
傷
が
つ

く
と
ボ
タ
ソ
材
が
出

来
る
の
で
、
枝
打
ち

を
し
な
く
て
も
ボ
タ

ソ
材
は
出
る
。

◎
要
枝
打
ち
部
分
に

枯
枝
を
作
っ
て
は

な
ら
な
い
。

枯
枝
を
打
つ
と
切

口
が
水
平
に
な
る
事

特殊な技打（奈良県）海布の林分

ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
な
く
、
林

木
の
生
育
に
合
わ
せ
て
枯
枝
が
発
生

し
な
い
う
ち
に
枝
打
ち
し
て
い
け
ば

よ
い
。
植
栽
本
数
が
ha
当
り
五
千
本

程
度
植
栽
し
た
林
分
は
、
適
当
な
枝

打
ち
等
の
育
成
を
行
え
ば
、
小
径
間

伐
材
と
し
て
、
無
地
の
心
持
柱
材
が

収
穫
で
ぎ
、
大
径
の
無
節
性
の
高
い

主
間
伐
材
で
多
用
途
に
供
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

◎
幹
に
傷
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。

幹
に
傷
が
つ
く
と
そ
の
部
分
か
ら

幹
の
内
部
に
異
常
変
色
が
生
じ
、
そ

の
広
が
り
は
傷
の
大
ぎ
さ
と
だ
い
た

い
比
例
す
る
。

幹
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
て
い
ね

い
に
枝
打
ち
を
す
べ
ぎ
で
あ
る
が
、

は
少
な
く
、
た
い
て
い
裂
け
る
よ
う

な
形
で
幹
へ
割
れ
込
む
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
が
い
つ
も
湿
気
っ
て
腐
れ
の
原

因
に
な
る
。
要
は
枯
枝
の
出
来
な
い

内
に
枝
打
ち
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
枝
打
ち
と
除
伐
・
間

伐
を
う
ま
く
合
わ
せ
て
行
う
べ
ぎ
で

あ
る
。

◎
＿
度
に
強
度
の
枝
打
ち
を
や
っ
て

は
な
ら
な
い
。

幹
の
直
径
生
長
は
樹
冠
部
か
ら
下

に
遠
ざ
か
る
ほ
ど
小
さ
く
な
る
の
で

一
度
に
高
く
ま
で
枝
を
打
つ
と
、
下

部
の
切
口
は
、
大
ぎ
い
枝
が
あ
る
こ

と
と
合
わ
さ
っ
て
、
な
か
な
か
巻
き

込
ま
な
く
な
り
、
そ
こ
か
ら
腐
朽
が

生
じ
る
危
険
率
が
高
く
な
る
。
強
度

の
枝
打
ち
は
生
長
量
が
急
激
に
少
な

く
な
る
の
で
、
枝
打
ち
回
数
多
く
し

て
少
し
ず
つ
打
つ
べ
ぎ
で
あ
る
。

◎
枝
打
ち
だ
け
を
見
て
林
業
経
営
全

体
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

枝
打
ち
だ
け
を
い
く
ら
や
っ
て
も
、

曲
が
り
の
大
ぎ
い
木
や
、
心
材
色
や

そ
の
他
の
点
で
、
材
質
の
悪
い
品
種

を
選
ん
で
い
て
は
枝
打
ち
の
効
果
は

あ
が
ら
な
い
。
枝
打
ち
を
し
て
良
質

材
生
産
を
考
え
る
な
ら
、
造
林
の
段

階
よ
り
直
材
生
産
に
心
が
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

当
町
に
は
、
マ
ッ
ク
イ
ム
シ
跡
地

造
林
等
が
多
く
、
今
か
ら
枝
打
ち
等
、

目
標
を
は
っ
き
り
し
て
保
育
し
、
価

値
あ
る
山
林
に
す
る
の
は
、
あ
な
た

で
す
。
一
ヶ
所
で
も
、
一
反
歩
か
ら

で
も
、
枝
打
ち
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
森
林
組
合
ま
で
。
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i -―声一董這囀 ーパ寛亘・l l 
i 優良材生産は直材づくりから．I i 
i 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I i 
i i 

第i 肱川土場木材相場表 561 
560'回平成 2年11月27日 1ヽ 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I ! 

i 県森連市より （単位オ当り ：円） 1. 市売日・・平成 2年 12月 5日 i i 1． 販売数羹 • • 62ケース 717.8kg i 
長さ未口径

スギ ヒノキマッ
そ の 他

1. 平均単価 2,800円（秋子）

i チョクマガリチョクマガリチョク 1． 銘柄別単価 ！ 
i • 1 cm下 ・ 296本 241 本 424本 222 松パルプ ！ 
t I I 8 cm上本 323本 209本 562本 343 末口 7 cm上

銘 柄単 価比率銘柄単 価 比率
i 

! 4 m l l cm上 74 - 109 -18⑳上 74 長さ1.7~1.9m ．大 厚 7,000 ー特用大葉 一
i 

75 I -I 161 I -124cm上 88
25 i 13 cm J: 中厚 6,190 3 特用中葉 一 ー！

i 18 cm上 71 - 172 -30cm上一 ！ 
7 cm下本・ 265本 146本 216本 146 雑パルプ

小 厚 3,390 I 3 特用小葉 - i 
i 末口 7cm上 大ウス8 cm上本 260本 237本 265本 214 4, 000 3 大パレ 2,460 19 ! 
i ll cm上 44 I. I. 66 長さ 2m  
i 3m 13cm上（二） 91 - 165 -18cm上 76 43 中ウス 3,610 5 中 バ レ 2, 760 19 ! 

13cm上国 24cm上 88 中小ウス 4 330 6 小 バ レ 2 230 i 18 cm上 7; ＿ 15； □ 30cm上一ふ霊．桧） 小ウス 3 : 390 5 変 形 2 : 300 1: I 

i 
7 cm下本 100本 一 本 100本ー 末口 3~6  cm 

8 cm上 160 160 長さ 2m  ジャミウス 2,490 I 3 色落ウス 2,400 I -
i 2 m 16 cm上 28 - 63 -13cm上一 72 冬大 一一色悪 1,610 16 } 
！ 

！ 
3 0 cm上 -130cm上一

i 
松ハリ材 冬

13cm上（二） 98I -I 307 

I :'：力1月三こし直:1/¥,:： 1亨閂 1冬概要：：ここ三□三〗:よotう 。□□1 
し---- -----------_＿」

臼 (10)

去
る
十

二
月
八
日
、
鹿

野
川
荘
に
於
い
て
年
金
友

の
会
総
会
を
開
催
し
た
。

年
金
受
給
者
が
増
え
る

中
で
今
年
は
四
十

三
名

の

友
の
会
加
入
者
が
有
り
現

在
肱
川
農
協
年
金
友
の
会

員
は
四
百
四
十
六
名
と
な
っ

て
大
世
帯
と
な

っ
た
。

総
会
で
は
先
ず
初
め
に

副
会
長
の
赤
岩
繁
喜
氏
が

あ
い
さ
つ
を
行
い
続
い
て

鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
、

鹿野川荘に於て

祝辞に入り、町からは永田助役、で有る周藤春馬氏により力強く決

県信連松山事務所竹村所長により議案が朗読され満場の拍手で原案

信連会長の祝辞朗読が有り議事に通り採択された。以上で全議事が

入った。終了し最後に友の会役員の浅井義

土居課長より平成二年活動経過明氏により閉会のあいさつで終了

報告と平成三年活動計画が発表さした。

れ満場一致で承認決定した。続い引き続き懇親会に移り、堀内専

て役員改選にうつり各地区から二務よりあいさつの後、森林組合参

名の選考委員でもって別室にて役事堀井様のカソパイの発声でなご

員選考を行い今岡安盛委員長よりやかな親睦となった。

新役員が発表され意義なく原案の舞台ではマジックとテイチクレ

通り決定した。コード歌手・貴舟美恵の演歌で楽

続いて決議に移り、友の会役員しんだ。

新役員名簿

顧 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹

>
会 f勺又t 

問 事 事 事 事 事 事 事 事 長 職

介悶ム > 胃胃飛 こ
止禾ヒ 周 誓胃喜 氏

悶 田 ； 伸 利 義 輩 義能‘ ‘ ‘ ‘ 胃虞 繁号-L-
勉 穂 明 生 名

［ 
予 大 大 宇 本 本 本 本 予 鸞り子 和 子
林 公ロ 谷 JI I 所 所 所 所 林 JI I 
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積
み
上
げ
の
ワ
ク
組
み
に
は
、
木

ま
た
は
、
古
畳
を
利
用
す
る
と
便
利

で
す
。

①
ワ
ラ
や
落
葉
、
下
草
な
ど
の
主
材

料
（
図
の
⑧
）
に
、
石
灰
チ
ッ
ソ
や
硫

安
〈
土
・
ケ
イ
フ
ソ
・
米
ぬ
か
・
苦

土
石
灰
〉
な
ど
を
（
図
の
R
)
加
え
30

cm
の
厚
さ
に
積
み
、
平
に
し
て
踏
み

つ
け
ま
す
。

②
ま
ん
べ
ん
な
く
水
を
ま
い
て
材
料

を
ぬ
ら
し
ま
す
。
踏
む
と
ジ
ュ
ー
と

音
を
立
て
て
出
る
く
ら
い
の
水
量
が

適
当
で
す
。

③
二
十
日
ー
三
十
日
た
っ
た
ら
上
か

ら
下
に
ほ
ぐ
し
な
が
ら
積
み
か
え
、

乾
い
て
い
る
時
に
は
水
を
加
え
ま
す
。

今

の

園

忌

認

⑱

一

野

菜

一

＿

果

樹

の

管

理

一

.
x
、
又

冬
期
の
堆
肥
づ
く
り

I

越
冬
害
虫
の
防
除

自
家
製
の
堆
肥
は
、
肥
料
に
も
畑
①
ゆ
ず
：
…
・
冬
季
の
機
械
油
乳
剤
の

の
改
良
に
も
す
ぐ
れ
た
効
果
を
持
っ
散
布
は
、
ミ
カ
ソ
ハ
ダ
ニ
や
カ
イ
ガ

て
お
り
、
野
菜
作
り
に
堆
肥
は
不
可
ラ
ム
シ
等
の
主
要
害
虫
に
高
い
防
除

欠
で
収
量
・
品
質
を
大
き
く
左
右
し
効
果
を
示
し
、
初
夏
ま
で
の
発
生
を

ま

す

。

少

な

く

す

る

。

散

布

時

期

は

収

穫

後

の
十
二
月
中
、
下
旬
頃
が
安
全
で
あ

る
。
濃
度
は
ハ
ダ
ニ
を
対
象
と
し
た

場
合
は
六

0
倍
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

の
発
生
園
で
は
四

0
倍
を
て
い
ね
い

に
散
布
す
る
。

②
栗
：
：
・
・
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
の
発
生
園
で
は
落
葉
後
の
十
二
月

中
、
下
旬
頃
機
械
油
乳
剤
の
二
十
五

倍
液
を
散
布
し
防
除
す
る
。

③
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
：
・
・
・
・
ク
ワ
シ
ロ

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生
園
で
は
機
械

油
乳
剤
の
十
五
倍
液
を
か
け
む
ら
の

な
い
よ
う
に
散
布
し
防
除
す
る
。

n
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
間
伐
・
せ

ん
定

密
植
園
で
は
強
せ
ん
定
に
な
る
と
、

花
腐
れ
が
多
発
し
た
り
、
徒
長
枝
が

多
発
し
て
棚
面
が
暗
く
な
っ
た
り
す

る
の
で
、
密
植
で
あ
る
と
判
断
し
た

ら
経
済
的
栽
培
を
す
る
た
め
に
は
、

永
久
樹
の
主
枝
を
延
長
さ
せ
な
が
ら

間
伐
樹
を
縮
め
て
い
き
、
主
枝
、
亜

主
枝
が
負
け
枝
と
な
り
そ
う
な
枝
を

問
引
ぎ
し
、
良
い
結
果
母
枝
を
適
正

に
残
す
。

古タイヤで重石をする

---―‘̀ 
ピニール

：
 

‘‘,／
 

＿
飼
料
作
物
の
栽
培
管
理

（
 九

月
に
播
種
し
た
エ
ソ
バ
ク
や
イ

タ
リ
ア
ソ
は
、
草
丈
が

30crr
に
伸

び
て
、
一
回
目
の
刈
り
取
り
時
期
と

な
る
。
刈
り
株
の
高
さ
は

5
c
m
程

度
と
す
る
。
（
低
く
刈
り
込
む
と
寒

さ
の
た
め
、
再
生
力
が
弱
ま
る
）

‘‘,/ 
ニ
ビ
タ
ミ
ン
A
の
給
与

（
 冬

期
は
青
草
の
給
与
が
不
足
が
ち

に
な
り
、
ビ
タ
ミ
ソ

A
の
給
与
不
足

と
な
る
。

ビ
タ
ミ
ソ

A
の
不
足
は
、
増
大
量

の
低
下
・
尿
石
尿
・
下
痢
・
肺
炎
等

の
発
症
原
因
と
な
る
。
不
足
し
な
い

よ
う
、
青
刈
り
飼
料
の
給
与
や
ビ
タ

ミ
ソ

A
を
飼
料
に
添
加
す
る
な
ど
不

足
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

‘‘,/ 
三
牛
舎
内
の
環
境

（
 牛

の
呼
吸
量
は
人
間
の
十
倍
も
あ

る
た
め
舎
内
を
密
閉
し
す
ぎ
る
と
、

排
出
す
る
「
炭
酸
ガ
ス
」
「
メ
タ
ソ
ガ

ス
」
「
そ
の
他
粉
塵
」
な
ど
空
気
の
汚

染
が
問
題
と
な
る
。

空
気
の
汚
染
は
、
乳
牛
へ
の
ス
ト

レ
ス
に
な
る
と
共
に
、
浮
遊
細
菌
も

多
い
た
め
、
呼
吸
系
統
の
疾
病
を
起

こ
し
や
す
く
す
る
。
ま
た
、
真
空
調

圧
器
や
デ
ィ
ー
ト
カ
ッ
プ
か
ら
汚
染

さ
れ
た
空
気
が
流
入
し
、
乳
牛
の
風

味
を
損
ね
る
。

牛
舎
に
入
っ
て
異
臭
を
感
じ
た
ら

換
気
・
通
気
に
注
意
す
る
。

平
成
二
年
度
健
康
増
進
牛
乳
愛
飲

運
動
は
県
産
品
愛
用
、
県
民
の
健
康

増
進
を
目
的
と
し
て
、
県
下
の
農
協

組
織
を
あ
げ
て
十
月
十
五
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
す
る
。

「
最
近
の
牛
乳
、
乳
製
品
の
消
費

動
向
」全

国
牛
乳
普
及
協
会
が
、
平
成
二

年
三
月
に
発
表
し
た
消
費
動
向
に
よ

る
と
牛
乳
、
乳
製
品
に
関
す
る
飲
、

食
用
実
態
意
識
、
イ
メ
ー
ジ
の
変
化

が
次
の
と
お
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る。※
牛
乳
の
飲
用
実
態

ーヽノ一
牛
乳
を
毎
日
飲
む
人
が
、
さ
ら
に

（
 増

加
し
て
い
る
。

、＼ノ二
―
人
一
日
当
り
の
牛
乳
飲
用
量
も

（
 増

加
し
て
い
る
。

※
牛
乳
の
イ
メ
ー
ジ
と
知
識

ーヽノ一
牛
乳
に
は
栄
養
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が

（
 あ

る
か
ら
飲
む
人
が
多
い
。

ヽ`
＇
ノ二

朝
食
で
牛
乳
飲
用
習
慣
が
さ
ら
に

（
 進

ん
で
い
る
。

‘._ノ三
牛
乳
と
骨
粗
髭
症
に
つ
い
て
の
関

（
 係

の
認
知
率
が

32
％
に
あ
が
っ
て

い
る
。

＊
平
成
二
年
度
健
康
増

進
牛
乳
愛
飲
運
動
が

ス
タ
ー
ト

＇
言
躙
編
鵬

1
月
8
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
9
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
月
10
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
14
日
（
月
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
16
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
17
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
22
日（火
）
月
野
尾
・

小
藪
方
面

1
月
23
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
月
24
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
29
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
30
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
31
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
暦
油
配
達
予
定
表

1
月
11
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
18
日
（
金
）
宇
和
JI
方
面

1
月
L
P
G
配
達
予
定

1

月
7

日
（
月
）
藤
の
原
•
町
・
瓜
生
谷
の

一
部

1
月
10
日
（
木
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

百
ヶ
市
・
正
山

1
月
12
日
（
土
）
久
保

1
月
16
旦
水
）
嵯
峨
谷
・
見
野
越
・
京
造
・

月
野
尾

1
月
18
日
（
金
）
広
常
・
影
地

1
月
19
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
上
汗
生

1
月
21
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

1
月
22
日
（
火
）
白
石
・
上
、
中
小
藪

1
月
25
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

1
月
お
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

1
月
30
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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十
一
月
十
六
日
、
学
級
生
九
名
は
、
以
前
か
ら
何
と
か
し
て
訪
ね
て
み
た
い
と
願
っ

て
い
た
、
熊
本
県
菊
池
郡
栖
水
町
の
竹
熊
宣
孝
先
生
の
診
療
所
を
訪
ね
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

熊
本
平
野
の
や
や
北
部
、
阿
蘇
山
の
裾
野
の
切
れ
る
当
り
か
ら
広
が
る
、
田
園
と
畑

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
木
造
平
屋
の
細
長
い
建
物
が
、
三
棟
あ
ま
り
立
ち
並
ぶ
、
実
に

簡
素
な
診
療
所
で
し
た
。

し
か
し
、
建
物
の
周
り
は
広
々
と
し
た
庭
に
囲
ま
れ
、
先
生
愛
用
の
馬
が
、
草
を
は

ん
で
い
ま
し
た
。

自
然
そ
の
も
の
、
病
院
と
い
う
よ
り
牧
場
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

「
養
生
園
」
は
そ
こ
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
離
れ
た
処
に
あ
り
、
古
い
農

家
の
建
物
を
少
し
い
ろ
っ
た
も
の
で
、
さ
す
が
と
云
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
周

り
が
竹
熊
先
生
が
丹
精
こ
め
て
、
今
日
に
さ
れ
た
有
機
農
業
の
野
菜
畑
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
冬
の
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
青
々
と
育
っ
て
い
ま
し
た
。

学
級
生
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
命
ふ
く
ら
ま
そ
う
」

テ
レ
ビ
で
よ
く
耳
に
す
る
製
薬
会
社

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
菊
池
養
生

園
に
学
び
そ
の
意
味
が
少
し
は
理
解
で

き
有
機
農
業
講
座
が
有
意
義
な
事
も
…

研
修
の
最
初
は
「
そ
れ
で
も
あ
な
た

は
食
べ
ま
す
か
」
日
本
に
輸
出
さ
れ
る

総
て
の
農
産
物
が
収
穫
後
何
回
と
な
く

農
薬
処
理
さ
れ
そ
れ
を
摂
取
し
た
人
間

や
動
物
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
奇
形
児

山
本
登
志
夫

が
生
ま
れ
た
り
す
る
記
録
で
あ

る。
次
は
有
名
な
『
医
学
は
農
業

に
、
農
業
は
自
然
に
学
べ
』
医

食
農
の
結
合
を
め
ざ
し
土
に
根

ざ
し
た
養
生
運
動
を
さ
れ
て
い

る
百
姓
医
者
の
ク
マ
さ
ん
こ
と

竹
熊
宣
孝
園
長
先
生
の
講
話
で

あ
る
。皆

さ
ん
命
あ
り
ま
す
か
？
見

た
事
あ
り
ま
す
か
？
…
・
：
命
ふ

く
ら
ま
し
ま
し
ょ
う
で
終
わ
る

の
で
あ
る
が
そ
の
内
容
た
る
や

日
常
食
す
る
中
で
起
こ
っ
て
い

る
農
薬
（
農
毒
薬
の
略
で
薬
で

な
く
毒
だ
そ
う
で
あ
る
）
に
よ

る
被
害
を
漫
談
顔
負
け
の
調
子

有
機
農
業
教
室
学
級
生

「
菊
池
養
生
園
」視

察
研
修

で
話
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
実
際
に
治
療

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
医
師
だ
け
に
そ

の
迫
力
は
す
さ
ま
じ
く
聞
い
て
い
る
う

ち
に
背
筋
が
ス
ー
と
冷
た
く
な
る
の
も

覚
え
た
。

食
べ
る
物
は
命
「
人
問
物
を
食
べ
た

き
ゃ
死
ぬ
で
し
ょ
う
」
生
き
る
為
に
は

つ
ま
り
命
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
に
は
命
あ

る
食
べ
物
を
…
•
•
•
そ
れ
は
大
自
然
の
中

で
生
ま
れ
た
も
の
、
そ
れ
に
近
い
状
態

で
栽
培
さ
れ
た
物
（
有
機
栽
培
）
で
あ
る
、

と
云
わ
れ
る
。

棒
状
の
ナ
イ
ロ
ソ
袋
に
入
っ
た
ジ
ュ
ー

ス
を
取
り
出
し
て
「
こ
れ
ジ
ュ
ー
ス
で

な
く
合
成
着
色
料
水
で
す
（
無
果
汁
）
命

竹熊先生の講話に聞き入る受講生

こ
の
度
の
研
修
旅
行
は
、

出
不
精
の
私
に
は
思
い
が
け

な
い
体
験
で
し
た
。
『
食
は

薬
で
あ
り
い
の
ち
で
あ
る
』
、

食
物
が
命
を
育
み
ま
た
逆
に

そ
こ
ね
も
す
る
、
自
然
こ
そ

が
健
康
を
守
る
、
と
「
食
養

生
論
」
を
説
か
れ
る
竹
熊
先

生
の
講
演
は
、
す
ご
い
説
得

カ
で
話
の
中
に
ぐ
い
ぐ
い
と

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

か
け
が
い
の
な
い
命
、
た
っ

た
ひ
と
つ
の
地
球
を
な
ん
と

し
て
も
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
お
だ
や
か
な
が
ら
も
力
強

い
お
話
を
聞
く
中
で
「
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
、
な
ん
と

か
」
と
い
う
あ
せ
り
が
わ
き

あ
が
り
そ
の
気
持
ち
を
抑
え

桜

田

徳

香

菊
池
養
生
園
を

訪
ね
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
次
に
フ
ル
ー
ツ
ゼ

リ
ー
こ
れ
も
合
成
着
色
料
菓
子
で
前
と

同
じ
で
ね
ず
み
に
続
け
て
食
べ
さ
せ
て

い
る
と
肝
臓
が
や
ら
れ
癌
に
な
る
の
で

す
。
…
…
少
し
命
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
研
修
か
ら
帰
っ
て
二
週
間
後
鳥
取
生

協
に
就
職
し
て
い
る
息
子
よ
り
急
性
肝

炎
で
入
院
驚
い
て
上
鳥
、
話
を
聞
い
て

二
度
ビ
ッ
ク
リ
、
イ
ソ
ス
タ
ソ
ト
食
品

禍
と
云
う
。
菊
池
養
生
園
の
話
を
す
る
。

三
度
ビ
ッ
ク
リ
、
彼
は
一
週
に
一
度
は

「
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
食
べ
ま
す
か
」
の

ビ
デ
オ
を
持
っ
て
市
場
開
拓
を
し
て
い

る
と
云
う
。

柿
の
皮
を
干
し
て
い
る
沢
庵
に
入
れ

る
為
、
ふ
と
製
薬
会
社
の

C

M
が
頭
に

浮
か
ぶ
、
多
種
類
の
薬
を
色
別
す
る
為

に
合
成
着
色
料
で
糖
衣
錠
剤
と
し
て
い

て
、
は
た
し
て
「
命
ふ
く
ら
ま
そ
う
」
か

と
疑
問
に
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

る
こ
と
に
懸
命
で
し
た
。

約
一
時
間
の
講
演
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
り
ま
し
た
が
い
つ
ま
で
も
余

韻
が
残
り
去
り
難
い
思
い
で
し
た
。

養
生
伝
承
館
で
の
昼
食
は
、
玄
米
ご

飯
に
養
生
農
園
と
れ
た
て
の
野
菜
が
い
っ

ぱ
い
で
、
そ
の
玄
米
ご
飯
の
お
い
し
か
っ

た
こ
と
。
材
料
の
持
ち
味
が
充
分
に
生

か
さ
れ
た
砂
糖
ぬ
き
の
料
理
は
す
ん
な

り
と
お
腹
に
入
り
知
ら
ぬ
間
に
ひ
と
つ

残
さ
ず
食
べ
切
っ
て
い
ま
し
た
。

砂
糖
を
使
わ
な
い
料
理
が
こ
れ
ほ
ど

お
い
し
い
も
の
か
と
食
物
本
来
の
う
ま

味
を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。
そ
こ
で

竹
熊
先
生
と
の
約
束
、
「
料
理
に
は
砂

糖
を
使
わ
な
い
」
が
み
や
げ
の
ひ
と
つ

に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
で
ぎ
る
こ
と
は
な
ん
な
の
か
、

自
分
自
身
に
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
み
ば
え
や
体
裁
よ
り
も
中

身
の
た
し
か
さ
を
選
び
た
い
と
考
え
て

い
る
私
に
と
っ
て
、
菊
池
養
生
園
の
研

修
は
と
て
も
大
ぎ
な
収
穫
で
し
た
。
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障しつ

障害児に思う 闊直t畠
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級がう校にの週部面彼をでつ君のぎその 山
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あ
な
た
も
国
の
天
然
記
念
物
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
す
。

趣
味
の
花
作
り
を
始
め
て

二
十
年
近

く
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
、
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー

ム
や
ア
マ
リ
リ
ス
な
ど
、
や
が
て
洋
ラ

ン
、
椿
、
さ
つ
き
、
石
楠
花
、
と
な
り

エ
ビ
ネ
プ
ー
ム
の
始
ま
っ
た
頃
に
は
徹

底
的
に
エ
ビ
ネ
に
漿
り
、
山
野
を
這
い

ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
の
も
の
で

は
飽
き
足
ら
ず
、
よ
り
良
い
花
を
求
め

て
実
生
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
裏
庭

は
鉢
花
で
埋
も
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

四
、
五
年
前
、
出
張
で
松
山
へ
行
っ

た
折
、
時
間
つ
ぶ
し
に
動
物
園
へ
立
ち

寄
り
、
そ
こ
で
始
め
て
烏
骨
鶏
な
る
鶏

を
見
て
、
一
般
的
な
鶏
の
イ
メ
ー
ジ
を

ふ
っ
飛
ば
す
そ
の
姿
に
驚
き
ま
し
た
。

し
て
接
し
た
の
で
し
た
。
今
は
背
も
高

く
、
当
時
の
面
影
が
わ
か
ら
な
い
く
ら

い
大
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
以

前
と
そ
の
ま
ま
で
な
つ
か
し
く
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
は
、
両
親
の
理
解
が
あ
っ
た
の
で
、

中
学
校
か
ら
宇
和
養
護
学
校
に
行
き
、

現
在
の
よ
う
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
ぎ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、

中
に
は
、
健
常
児
学
級
で
は
何
を
す
る

こ
と
も
な
く
坐
っ
て
い
る
だ
け
で
、
親

や
兄
弟
の
見
栄
や
体
裁
の
た
め
に
障
害

児
学
級
に
入
る
こ
と
も
な
く
卒
業
し
て

い
く
子
供
が
何
人
も
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
、
本
人
の
た
め
に
は
い
い
と

思
う
の
だ
が
、
子
供
や
兄
弟
が
あ
ん
な

と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
ど

恥
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
こ
に
は
、
勉
強
が
で
き
る
で
き
な

盆陸羹魯を屡り、誓翌ペノ畠竺軍ご胃亭~貫
‘入庭 の た 運 土友せ卜十苦鶏れ鶏速で

雌つで烏゜ぶ佐人 t屋ヶ労をまの卵も
雄て遊骨 現ハ 山の へ所あ入し魅を飼
のぉば鶏在メ田紹結依ばり

ま
手た力佃っ

違りせ‘二と町介局頼か
し

す ゜ に 応 て
い ま一軍十なまに高しり る 取
くす人鶏羽りでよ知ての

た。のり
しし、
てる

ら° 孵方
い鶏

皆て
て？ 喝 〈21 5〉 ti
同 も 、會疇~ I ~ 祠

い
と
い
う
価
値
基
準
に
よ
っ
て
人
物
を

判
断
し
て
い
る
、
世
間
一
般
の
目
が
あ

る
か
ら
な
の
で
す
。
勉
強
を
し
な
い
の

は
い
け
ま
せ
ん
が
、
勉
強
が
で
ぎ
な
い

こ
と
（
そ
れ
は
、
人
間
の

一
生
か
ら
見

る
と
わ
ず
か
の
差
な
の
で
す
が
）
を
、

ま
る
で
悪
い
こ
と
で
も
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
考
え
る
人
達
が
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
学
校
で
も
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
勉
強
の
で
き
る
子
が
大
事
に

さ
れ
や
す
い
の
も
、
そ
の
傾
向
が
あ
る

か
ら
で
し
ょ
う
。

先
般
の
県
の
同
和
教
育
研
究
大
会

（
障
害
児
教
育
分
科
会
）
に
お
い
て
も
、

障
害
を
個
性
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
盲
の

少
年
が
英
語
弁
論
大
会
で
日
本
一
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
少
年
に
つ
い
て
も
、

健
常
児
学
級
に
お
い
て
、
友
人
達
の
温

△ 鶏雑感 、ょ；ニ
で和 'le-..ク； i 
す源
がと 上鹿野川
‘し

愛て
玩の 武田孝―`'i[ 個見

鶏存 でてすさ強精りし自等り形性え
と在卵す可るれい神わな分？ままをま
しはミ製゜愛者ま闘＇ ？けいのにせで持す
てか造 いにす争を軍よ世もん同ちが
へり機 処はが心有鶏う界唯°じ

、、

胃翌; ';ざ三且し盆；よ塁平あ間三
頂 つ肉 る馴話悩そ高゜存尊ては
戴鶏供 鶏れを ま の の と 在 ‘ 彼 あ 顔 羽

か
い
援
助
や
励
ま
し
合
い
が
あ
っ
た
か
＂

ー

ら
こ
そ
、
そ
こ
ま
で
で
き
た
の
だ
と
い

111

＇ 
ー．．

 ー

＇ 

う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

ーーー．．
 

私
た
ち
も
人
を
見
る
と
き
、
生
ま
れ
＇

ー

や
経
済
的
地
位
、
能
力
等
で
判
断
し
て
、

111

劣
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
優
越
感
を
も
っ
血ー

た
り
、
人
を
あ
わ
れ
ん
だ
り
、
ま
た
同
血ー

情
的
態
度
で
接
し
た
り
し
て
い
る
こ
と

111ーー

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
が
し
か
し
、
障

Ill．．
 ー

害
を
そ
の
人
の
個
性
と
し
て
と
ら
え
、

111＇ 
ーー

＇ 
ー

そ
の
人
を
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
と
し
て

＇ 
ーー

接
す
る
態
度
を
養
っ
て
い
く
必
要
が
あ
"＇ 

る
と
思
い
ま
す
。

111＇ 

私
自
身
、
障
害
児
に
つ
い
て
少
し
学
血

ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
根

Ilu

気
の
い
る
こ
と
で
し
た
。
今
後
と
も
、

111＇ ＇ 

人
を
人
と
し
て
尊
重
す
る
態
度
を
養
っ

Illーーーー

て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

＇ 
ーーーー

す。

ーーー

＇ ．．
 ー

し
な
が
ら
）
遇
す
る
事
も
、
日
頃
私
達

Illー

人
間
共
の
た
め
に
、
多
大
な
犠
牲
を
払
血

わ
さ
れ
て
い
る
鶏
達
へ
の
功
徳
と
も
な
血ー

ろ
う
か
と
、
勝
手
な
理
屈
を
つ
け
て
、
血

＇ 

朝
夕
か
い
が
い
し
く
世
話
を
し
て
お
り

111ー

ま
す
。
．
御
存
じ
で
す
か
。
次
の
十
七
種
血ー

類
の
日
本
鶏
は
紛
れ
も
無
く
国
の
天
然
血ー

記
念
物
な
の
で
す
。
尾
長
鶏
（
特
別
天
叩ーーー

然
記
念
物
）
、
東
天
紅
、
鶉
尾
、
尾
曳
、

11

声
良
、
唐
丸
、
蓑
曳
、
地
鶏
、
小
国
、
血ー

軍
鶏
、
比
内
鶏
、
河
内
奴
、
薩
摩
鶏
、
血ー

地
頭
鶏
、
黒
柏
、
チ
ャ
ボ
、
烏
骨
鶏
。
血

庭
中
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
花
々

Illー
．．
 

も
鶏
達
に
か
な
り
の
数
が
追
い
出
さ
れ

111ーーー．．
 I

 

て
行
き
ま
し
た
。

＇ 
ー

＇ 
ーーー

＇ ．
 

K 

何
と
な
し
に
我
家
の
炊
事
場

に
立
つ
、
ぐ
る
っ
と
眺
め
て
驚

い
た
。
い
つ
の
間
に
か
様
変
り

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

か
っ
て
の
炊
事
場
と
云
え
ば
、

そ
こ
に
並
ん
で
い
る
物
は
、
金

属
と
竹
と
ガ
ラ
ス
と
木
に
陶
磁

器
等
の
製
品
が
、
ほ
と
ん
ど
で

有
っ
た
の
に
：
・

・:

竹
製
品
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
木
製
品
が
消

え
て
、
科
学
合
成
品
の
樹
脂
や
ビ
ニ
ー

ル
が
と
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
。
使
い
終
わ
っ
た
ビ
ニ
ー

ル
の
容
器
や
い
た
ん
だ
用
具
は
、
全
て

廃
品
と
し
て
燃
や
し
て
し
ま
う
物
で
あ

る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
燃
や
す
時
に
有

害
な
ガ
ス
が
出
て
、
地
球
の
寿
命
を
縮

め
て
い
る
の
で
す
。

企
業
は
儲
け
れ
ば
全
て
良
し
、
地
球

の
事
や
、
自
然
の
事
な
ど
ど
う
で
も
良

い
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
子
供
が
孫

が
、
こ
の
地
球
上
で
生
き
て
行
く
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
我
々
消
費
者
が
抵

抗
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

"

0

 

う
カわ

が
家
の
炊
事
場
に
つ
い
て
、
家
内

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
い
ら
な
く
な
っ

て
燃
や
し
た
ら
、
有
害
な
ガ
ス
を
出
す

入
れ
物
を
、
ま
ず
追
放
し
よ
う
で
は
な

い
か
と
。
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ー 月 の ＿丁
4

イ 事 予 定 表

4 ・仕事始め 21 ・定例部落長会

1 7 ・行政相談 22 ・農業委員会

7 • 21 ・心配ごと相談 26 ・文化財防火デー

15 • 第43回成人式 ，
． p 

28 ・税金等出張受け入れ

月 中旬 ・消防同ァ分団長会 ， 29 ・風おこ し大会

20 ・健康 ラ'‘ノソ・・駅伝大会 29 ・文化講演会
` ・ 

1月の日曜・祝日当直医
--,--

日 当 直 医 ー・ 電 話

1 日
向ヽ=． 

（五橋十崎医町 ）
院 44-2010 

（火） 岡（部大洲ク市リ片 ニ原町ッ） ク 24---:4375 

2 日 佐（々五木十整崎形町外） 科 43 ~01 01 

（水） 安
（大達洲市中医 町）

院 24- 2535 

3 日
苧自

（ 内根子医町 ） 
院 44- 2801 

（木） 城
（大沙戸I,I市末医広町）

院 24- 3008 

6 日 芳我内外 科町医院 44-2560 
（子）

（ 日 ） 藤
（大本洲市中医 町）

院 24- 2310 

1 3 日 堀
（ 内川 子医町 ） 

院 43- 0555 

（ 日 ） 村
（大上洲市北医 只）

院 23-3500 

1 5 日 宝（ 内来子医町 ） 
院 44- 2248 

（火） 大
（大沙野Ii市 片医原町）

院 24-6800 

2 0 日 小 内川 医町 院 44- 2815 （子）

（ 日 ） 村
（大沙上1、I市片医原町）

院 24-2262 

2 7 日 古 内川 医町 院 44-2407 
（子）

o( 日 ） 岡（ 大本沙1、I市 本医 町）
院 24- 3752 

゜
◎
不
用
犬
回
収
日

しさ下け力出おら力てし絡連てつも前でのすまりあ
•‘q 

ヵ合場るなこヽ更変※
 

年 末年 始の役場業務

◎窓口業務（戸籍関係）

12月29日（土）から 1月 3日（木）

の間も死亡、出生、婚姻、その他

の届け出は、宿日直者が受け付け

ますが、あらかじめ電話で内容を

連絡してか らお出かけ下さ い。

1
月
8
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

講場

師所

救

曜 日 病 院 名 苧屯 話

月・火
大 洲市 立病院

24-2151 
: • • 

（大沙l、I市 大沙l、I)

水 拶 力日 戸 病 院
24- 5101 

（大沙卜［市 若宮）

木～日
大沙I、［中央病院

24- 4551 
（大、洲市東大洲）

◎
家
庭
看
護

「
寝
た
き
り
者
の
看
護
と
実
技
」

日

程

1
月
2
2
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
ー
2
時
30
分

大
谷
公
民
館

日
本
赤
十
字
社

急

1 1 
月 月 日
30 25 
日 日

’‘  

程フK
` 金-’ 

雷 ゴ/士‘： 瓜 藤
場栄 生 の

円集 ［ : 会
所

所 所 所 所

贔t雰i 時贔i募印時此i翌] 時贔1f 時般

時

間

◎
1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月
16
日
（水）

（
出
す
の
は

1
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井

・
萩
野
尾

・
汗
生

・
小
藪

・

大
和

・
肱
栄

・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）

．

大
谷
・
鹿
野
川

病 院

◎
健
康
相
談日。

C
I四

1
月
23
日
（水

1
月
21
日
（
月

1
月
18
日（金）

日
1
月
10
日（木） 程

大

谷

公

民

館

岩

谷

公

民

館

正

山

公

民

誼

一
午

前

1
0
時

～
 

午
後

2
時

共
栄
集
会
所

場

所

時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

0
場
所

0
内
容

0
日
程

協

生
上
敷
水

菟
野
尾

◎
行
政
相
談

▽
日

時

1
月
7
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
――
四
ー
ニ
五
0
八

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

*

 

和
氣
マ
チ
ミ
さ
ん

(58
歳）

和

氣

豊

さ

ん(70
歳）

石
田
サ
カ
エ
さ
ん

(87
歳）

第2回健康まつり
平成3年1月16日困

午後2時＼4時

肱川町公民館集会室

松本陽子先生による

「健康体操と講話」

2｝ 1 ｝ 相
邦砧

日 日
ヘ ヘ

月ヽ 、月一
日

宮西 藤福
担

田本 古向 田
当

美 工 相

早ー[=3 ミ 琴砧

静子 力保
員

▽

場

所

◎
心
配
ご
と
案
内

▽
時

間

午
後
1
時
30
分

?
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

直
国
ご
匿
函
回
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